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１．研究計画の概要 
 
対照言語学的に言語のデータを検討し，言語
の統語構造の「階層性」の視点から，自然言
語における文法の可能性について解明を試
みる。本研究においては二つの具体的な課題
について研究する。まず，文の周辺的な要素
が，統語上どのような階層性をなす可能性が
あるかについてについて解明すると同時に、
階層性の視点から日本語で得られている知
見をもとに言語がどのように情報構造を反
映させるかについて明らかにする。次に，文
の核となる要素について，基本的な文法的役
割が同じであっても異なる標示が与えられ
るという現象について，それぞれの標示に対
する意味的な特徴を考察し，それが命題を構
成する階層においてどのように反映される
かを明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
 
言語現象を的確に記述できる理論開発のた
めに、文献の調査など継続して行っている。
実証的な側面と理論的な側面の双方から、既
存の統語理論における問題点を解決するた
めに，日本語および英語を中心に基本となる
データの収集と整理を行い，逐次論文の執筆
を行っている。これまで，以下のような具体
的な問題に関する研究を行ってきている。ま
ず，日本語・英語のいくつかの構文の比較対
照を行っている。特に、述語の表す意味と形
式に関して、「名詞句+動詞」の連鎖を持
つイディオムとそれと同じ動詞が現れ
る通常の文との比較を行っている。検討
の結果、イディオムの構文は、通常の名
詞句とは異なる配置をするものが多く

あることが分かり、それに対する理論的
な考察を行っている。また、そのような言
語現象の検討から，述語の意味が異なれば、
項の標示の形式が同じであっても統語的な
階層性が異なってくる現象が存在すること
が明らかになってきている。日本語およびそ
の他の言語に見られる非規範的な構文のい
くつかについても比較対照を行っている。英
語に対してはあまり見られないようなタイ
プの主語が日本語において見られるかどう
かについて検討している。現在のところ，属
格主語構文および与格主語構文に興味深い
共通性が見られることがわかってきている。
この検討課題については，現在、より深い理
論的な帰結を得るために，さらなる検討を重
ねている。また、項の振る舞いの検討ととも
に，付加詞に関する検討も日本語と比較統語
論の視点から始めている。これらのいくつか
の具体的な言語現象の検討を通じて，主語の
階層性（主語がどのような構造位置に現れる
かについての問題）についての新たな理論的
課題を明らかにすることができつつあり、最
終年度の研究目標の達成にむけて，さらなる
研究を進めているところである。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 
以下の研究成果の欄にあげているように，各
年度ごとに，着実な研究の進展と成果が得ら
れている。また，最終年度の研究成果の報告
に向けた準備がかなりの程度に進んできて
おり，最終年度までに研究計画が予定通り進
み，研究を終了できるのではないかと考えて
いる。 



 
４．今後の研究の推進方策 
 
個別課題の検討結果をもとに，理論やデータ
の整理をおこない，その成果がまとまった時
点で随時，研究成果を国内外の学会・研究会
等で報告することにしており，最終年度の報
告に向けて研究をさらに進めてゆく。研究課
題に関して意見交換が必要な場合，学会出張
などの機会を利用して，他の研究者との意見
交換や必要な資料の収集を行う。さらに必要
な場合には，研究者を招聘して，専門知識の
提供を求める。このようにして，研究成果や
知見を蓄積していく。論文の執筆は，いくつ
かの具体的な課題に関して継続して行って
おり，随時，国内外の学術雑誌などに投稿す
る予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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